
協働事業提案概要一覧 （行政提案型協働事業） 
 

 
受 付 日 

（整理番号） 
提案団体名 事業の名称 

総事業費 

（市負担希望額）
提案事業の概要 

平成 20 年 5 月 15 日 

（ギ 20080515-1-01）

ＮＰＯ法人 

ナレッジ・リンク 

（仮）３０のつどい 705,000 円 

(705,000 円)

市の役割 団体の役割 事業視点 担当課 

１ 

■ 資金 

□ 人 

□ 物 

■ 会場 

■ 広報（広報紙） 

■ 情報（個人情報）

■ その他（保険） 

□ 資金 

■ 人 

■ 物（ＰＣ等） 

□ 会場 

■ 広報（チラシ） 

□ 情報 

□ その他 

・講座、相談 

・同世代の悩みごとの共有 

・ライフプラン、キャリアプラ

 ン 

・長期視点での支援活動 

・ワンストップサービス 

・就業意欲の醸成と結婚意識の

高まり 

働く人支援課 

 

１．現状・課題 

・ニート・フリーター等、自立に困難を抱える者が、同世代の

若者と触れ合い、社会との接点を広げる機会が少ない。 

・高学歴やフリーター等の不安定就労者の増加、加重労働など

が、晩婚化や非婚率の上昇を招き、少子化の要因となってい

る。 

２．事業の目的 

・働く若者やニート・フリーターなどの仲間づくりや出会いの

機会となる場を提供することにより、若者の社会的な自立促

進の一助とする。 

３．解決方策 

・３０前後の若者が集い、交流するイベントを開催する。 

＊個別相談（全１０回） 

集い（全７回：自己紹介、ライブ、ツアー、おしゃれ講座、

スポーツ、結婚講座、ライフプラン講座） 

 

 

平成 20 年 5 月 15 日 

（ギ 20080515-2-01）

ＮＰＯ法人 

ナレッジ・リンク 

（仮）生きるための学習講座 1,166,000 円 

(1,166,000 円)

市の役割 団体の役割 事業視点 担当課 

２ 

■ 資金 

□ 人 

□ 物 

■ 会場（公共施設）

■ 広報（広報紙） 

■ 情報（個人情報）

■ その他 

□ 資金 

■ 人 

■ 物 

□ 会場 

■ 広報（ＨＰ） 

□ 情報 

□ その他 

・講座（基礎学力）、カウンセ

リング（対象者＋親） 

・トータルサービス 

・対象者の限定 

・軽度発達障害への対応 

・支援実施機関との連携 

 

働く人支援課 

 

１．現状・課題 

・不登校や中途退学者などによる基礎学力（読み・書き・計算）

や、発言／質問をするスキルの欠如が、ニートなどの若者の

就労や自立を阻害する要因となっているケースがある。 

・こうした若者が学び直しをする機会がない。 

２．事業の目的 

・日常生活や職業生活に必要な「読み・書き・計算」能力と、

発言・質問する能力を養成する機会を提供することにより、

ニートなどの若者の就労や自立の促進を図る。 

・講座を通じて参加者の親とかかわることによって、参加者が

ソーシャルサポートを得るきっかけづくりを促進し、講座終

了後も、継続学習の可能性づくりを図る。 

３．解決方策 

・基礎的な学力（読み・書き・計算）と発言・質問能力養成講

座を開催する。 

・若者支援実施機関等との連携・協力。 

＊説明会（１回）、カウンセリング（３回：初回・中間・終了）、 

 セミナー（２回：挨拶、質問の仕方、メモの取り方など）、

グループワーク（２回：コミュニケーション） ×２回／年 



 
受 付 日 

（整理番号） 
提案団体名 事業の名称 

総事業費 

（市負担希望額）
提案事業の概要 

平成 20 年 5 月 15 日 

（ギ 20080515-2-02）

ＮＰＯ法人 

さがみはら教育応援団

（仮）生きるための学習講座 

  ～まなびなおし塾～ 

5,636,000 円 

(3,188,000 円)

市の役割 団体の役割 事業視点 担当課 

３ 
■ 資金（会場経費）

□ 人 

□ 物 

■ 会場（公共施設）

■ 広報（広報紙） 

□ 情報 

■ その他 

■ 資金（受講者負担）

■ 人 

■ 物（教材等） 

□ 会場 

■ 広報（チラシ等）

□ 情報 

□ その他 

・講座（基礎学力） 

・ボランティア講師 

・インターンシップ 

 ボランティア体験 

 社会見学 

 

働く人支援課 

 

１．現状・課題 

・小学校や中学校の際の不登校・引きこもりによる基礎学力（読

み・書き・計算）の欠如が、ニート等の若者の就労・自立を

阻害する要因の一つとなっている。 

・ニート等の就労支援は心理的な問題だけがクローズアップさ

れ、こうした若者が学び直す機会がない。 

２．事業の目的 

・日常生活や職業生活に必要な「読み・書き・計算」の能力を

養成する場や自然に色々な人とコミュニケーションをとる

機会を提供し、ニート等の若者の就労・自立の促進を図る。 

３．解決方策 

・基礎的な学力（読み・書き・計算）の養成講座を定期的（週

３日）に開催する。 

・市とＮＰＯとの協働により継続的な就労支援を行なう。 

＊講座開催（３時間／１日・３回／週・年間１２６日） 

 対象：２０人以下 

 特別講座（年間６回）の開催、インターンシップ等 

 ボランティア講師の活用 

平成 20 年 5 月 15 日 

（ギ 20080515-4-01）

ＮＰＯ法人 

ふじの森のがるでんセ

ンター 

（仮）森林再生・活用事業 600,000 円 

(500,000 円)

市の役割 団体の役割 事業視点 担当課等 

４ 

■ 資金 

■ 人 

□ 物 

■ 会場 

■ 広報（広報紙） 

□ 情報 

■ その他（保険） 

     （調整） 

■ 資金 

■ 人 

■ 物 

□ 会場 

■ 広報（メルマガ）

□ 情報 

□ その他 

・森林荒廃の現場体験 

・森林資源を活用した自然体験

プログラム 

・特産品の生産拡大・商品開発

・かつての基幹産業の再生 

・コミュニティビジネスの創出

藤野経済環境課 

産業振興課 

観光振興課 

 

１．現状・課題 

・かつては、材木や炭焼きの材料などとして価値があった森林

であるが、輸入材の普及や後継者の衰退などの潮流により、

今や手がつかないほど荒廃している。 

・守るばかりの森林政策ではもはや地盤沈下などの危険もある

現状であり、積極的な間伐や景観伐採等を行なう必要があ

る。 

２．事業の目的 

・間伐、枝打ち等による森林環境の活用と保全。 

・間伐材を活用した商品開発や、「山」をキーワードとした各

種体験プログラムの実施。 

３．解決方策 

・森林資源を活用した自然体験プログラム等の企画及び実施。 

・水源林協力協約事業の実施。 

・地場産品を活用した特産品の更なる生産拡大と商品開発。 

・炭焼き、養蚕、お茶等のかつての基幹産業を再生させるため

のモデル的な取り組み。 

・コミュニティビジネスの創出。 

＊森林体験協力ボランティア（市民周知） 

 提案団体がコーディネート役となった運営委員会の設置 



 
受 付 日 

（整理番号） 
提案団体名 事業の名称 

総事業費 

（市負担希望額）
提案事業の概要 

平成 20 年 5 月 15 日 

（ギ 20080515-7-01）

ＮＰＯ法人 

ナレッジ・リンク 

（仮）市民活動ＰＲ事業 
～市民活動推進普及啓発事業～ 

500,000 円 

(500,000 円)

市の役割 団体の役割 事業視点 担当課等 

５ 

■ 資金 

□ 人 

□ 物 

□ 会場 

■ 広報（広報紙） 

□ 情報 

■ その他（保険） 

□ 資金 

■ 人 

■ 物 

□ 会場 

■ 広報（ＨＰ等） 

□ 情報 

□ その他 

・映像化 

・インターネット配信 

・ボランティア活動を通した異

世代交流 

・若者の活用 

・コミュニティ 

市民協働推進課 

広報課 

観光振興課 

 

１．現状・課題 

・様々な良い市民活動が実行されているが、それらの情報を発

信して認知を広め活動を促進する方法はまだまだ不足して

いる。 

・市民活動の実際を正しく知るためには、活動に参加すること

がベストである。しかし、すべての人にそれを期待すること

は困難。ゆえに、現状では限られた人々の間のみで行なわれ

る活動にとどまってしまっている。 

２．事業の目的 

・市民活動を取材し、活動内容や参加している人々の様子を映

像化して市民にわかりやすく伝えることにより、市民に広く

知ってもらうとともに、市民主体の活動促進を目指す。 

３．解決方策 

・市民活動を行なっている現場を取材、映像化して、市内公共

施設での放映やインターネット配信を行う。 

＊活動力の弱い若者の活用 

 （募集・取材・編集・配信）×２回 

 成果物：１５分番組 × ４本 

計 ４事業５提案 
  8,607,000 円 

 (6,059,000 円)

 

 
 
※ 次の行政提案型協働事業に対する応募はありませんでした。 
 
  ○ あじさい（高齢者）大学運営事業 
  ○ （仮）田名向原遺跡の定期的普及事業 
 
※ 応募件数及び事業費 
 応募件数 総事業費（提案者提出の予算書記載額） 市負担希望金額（提案者提出の予算書記載額） 

市民提案型 １９件 ４９，５８０，４００円         １８，０５５，４００円 

行政提案型 ４事業５件         ８，６０７，０００円          ６，０５９，０００円 

計   ２４件        ５８，１８７，４００円         ２４，１１４，４００円 
   


